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20歳になったら国民年金

国民健康保険・後期高齢者医療からのお知らせ

　20 歳以上 60 歳未満の学生・農林漁業者・自営業者・無職の人などは国民年金への加入が義務付け
られています。20 歳になった人には、日本年金機構からお知らせが届きます。

国民年金（基礎年金）３つのメリット
　・・　老後を支える終身保障（老齢基礎年金）
　・・　病気やけがで障がいの状態になった時に支えます（障害基礎年金）
　・・　加入者が亡くなったとき、子のある妻や子を支えます（遺族基礎年金）

学生納付特例制度と納付猶予制度
　収入がなく保険料の支払いが難しい場合は、「学生納付特例制度」「納付猶予制度」などの保険料
納付猶予制度があります。承認された期間は、老齢基礎年金を受け取るために必要な期間に算入さ
れますが、年金額には反映されません。しかし、収入を得られるようになり保険料の納付が可能と
なった時に「追納制度」を利用すれば、将来受け取る年金を増額できます。

学生納付特例制度　対象は、学校教育法に規定のある大学・大学院、短大、高等学校、高等専門学
校、専修学校および各種学校（修業年限１年以上）、一部の海外大学の日本分校に在学する学生で、
本人の所得が一定額以下の場合、保険料の納付が猶予される制度です。
納付猶予制度　学生でない 50 歳未満の人で、本人および配偶者の所得が一定額以下の場合に、保
険料の納付が猶予される制度です。

産前産後期間の免除制度
　出産した際に、産前産後の国民年金保険料が一定期間免除される制度です。免除期間は、保険料
を納付したものとして年金の受給額に反映されます。出産予定日の 6 カ月前から届け出ができ、平
成 31 年 2 月 1 日以降の出産であれば、出産後の届け出はいつでも可能です。

■問い合わせ先／町民係　☎７７－３４６６、宮崎年金事務所　☎５２－２１１１

国民健康保険の限度額認定証について
　限度額認定証は、入院や外来で高額な医療費がかかる場合に使用すると、保険内診療分の自己負担額
が限度額までとなります。交付対象者には条件がありますので、必ず事前にお問い合わせください。交
付を希望する場合は、本人の保険証と世帯主の印鑑、本人と世帯主のマイナンバーが分かるものをお持
ちのうえ、役場で手続きをお願いします。詳しくは町民係（☎ 77-3466）へお問い合わせください。

後期高齢者医療保険の減額認定証について
　減額認定証は、入院や外来で高額な医療費がかかる場合に使用すると、保険内診療分の自己負担額
が限度額までとなり、食事代も減額されます。交付対象者には条件がありますので、必ず事前にお問
い合わせ下さい。交付を希望する場合は、ご本人の保険証をお持ちのうえ、役場で手続きをお願いし
ます。詳しくは保健推進係（☎ 77-1114）へお問い合わせください。
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年末年始のごみ・資源物の収集、開場日のお知らせ

配偶者や恋人からの暴力に対する相談

エコクリーンプラザみやざきの年末年始の開場日
　年末のごみの受け入れは、上の表の通り 12 月 30 日（木）の午後 4 時 30 分までです。年始は 1 月
4 日（火）から開場します。なお、農業用の機具・用具・薬品などは受け付けられませんので、販売
店にご相談ください。

■問い合わせ先／生活環境係　☎７７－３４６５

エコクリーンプラザみやざき　☎３０－６５１１

　長引く新型コロナウイルス感染症流行の影響などにより、女性に対する配偶者・恋人からの暴力（Ｄ
Ｖ）や女性の自殺が増えています。ひとりで悩まずにご相談ください。

収集・施設業務

12 月 1 月

25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4

土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

ごみ・資源物収集 × × 〇 〇 × × × × × × 〇

生ごみ収集 ○ × ○ ○ × × 〇 × × × ○

堆肥工場 ○ × ○ ○ × × 〇 × × × ○

エコクリーンプラザ
みやざき ○ × ○ ○ ○ 〇 × × × × ○

※堆肥工場の開場時間／午前 9 時～午後 4 時

相談機関 電話番号 相談時間

宮崎県女性相談所 22-3858
月～金曜日　午前 9 時～午後 8 時 30 分
土・日曜日　午前 9 時～午後 3 時

※祝日・年末年始を除く

警察安全相談室 26-9110
月～金曜日　午前 8 時 30 分～午後 5 時 45 分

※緊急時は時間外も対応

宮崎県男女共同参画センター 60-1822
月～金曜日　午前 9 時～午後 5 時
土曜日　　　午前 9 時～午後 4 時 30 分

※祝日・年末年始を除く

女性の人権ホットライン
（宮崎地方法務局）

0570-070810
月～金曜日　午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分

※祝日・年末年始を除く

宮崎市男女共同参画センター
パレット

25-2057
午前 9 時～午後 4 時 30 分

※火曜日・祝日・年末年始を除く

性暴力被害者支援センター
さぽーとねっと宮崎

38-8300
365 日対応（午後 4 時～ 5 時を除く）

※ホームページからメール相談も可能

内閣府　ＤＶ相談＋（プラス） 0120-279889
24 時間受付・10 カ国語対応
※ホームページからメール相談（24 時間）や
　チャット相談（正午～午後 10 時）も可能
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マイナンバーカードの時間外交付を行います

市町村対抗駅伝競走大会が行われます

　マイナンバーは個人番号が記載された顔写真付きのカードです。本人確認の
ための身分証明書として利用できるほか、e-Tax などの電子証明書を利用した
電子申請などさまざまなサービスに使うことができます。
　マイナンバーカードは申請から交付まで１カ月程度かかります。交付を希望
する場合は、早めの申請をお願いします。申請書を紛失した場合は役場で再発
行できます。なお、綾町では住民票などのコンビニ交付サービスは行っており
ませんので、ご了承ください。

マイナンバーカードの申請方法
　事前に送られた交付申請書のほか、スマートフォンやパソコン、証明写真機からも申請できます。い
ずれも顔写真の撮影が必要です。

マイナンバーカードの受け取り
　電話で予約したうえで、役場窓口までお越しください。1月～2月は毎週水曜日にマイナンバーカー
ドの時間外交付を行いますので、日中の受け取りが難しい場合はご利用ください。

■ 1 月の時間外交付／ 5 日（水）、12 日（水）、19 日（水）、26 日（水）の午後 5 時 15 分～ 6 時 30 分

■問い合わせ先／町民係　☎ ７７－３４６６

　第 12 回県市町村対抗駅伝競走大会は 1 月 10 日（月・祝）に開催されます。県庁前を午前 10 時に
出走します。出場予定者は次のとおりです（敬称略）。健闘を祈ります。

監督兼選手／内山田隆司（揚町）　　コーチ兼選手／押川泰朗（麓）

■問い合わせ先／てるはドーム　☎７７－１１１５

区分 区間・距離 選手名（地区）

小学生男子
第 1 区　1.7km
第11区　1.4km

郡山和真（6 年・南麓）、坂口薫（5 年・南麓）、
前田樟汰（5 年・昭和）

小学生女子
第 4 区　1.2km
第 9 区　1.4km

中村紅音（6 年・宮谷）、垂水美葵（5 年・神下）、
垂水咲葵（5 年・神下）

中学生男子
第 3 区　3.2km
第 6 区　3.7km

垂水綾乃介（2 年・神下）、田中瑠偉斗（2 年・麓）、
山本泰雅（1 年・麓）

中学生女子 第 2 区　2.3km 二方稀帆（3 年・北麓）、長瀨彩姫（3 年・二反野）

高校生
40歳以上

第 8 区　4.2km
第12区　5.3km

※第８区は40歳以上可

西郷喜稀（3 年・杢道）、淵本海聖（3 年・二反野）、
藤村星魁（ふるさと枠・1 年・西中坪）

一般
第 7 区　5.6km
第10区　6.0km

大畠勝（ふるさと枠・宮原）、黒木明宏（ふるさと枠・揚町）、
德弘秀人（立町）

50歳以上 第 5 区　3.2km 内山田隆司（揚町）、押川泰朗（麓）、岩下雅彦（北麓）
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地域包括支援センター ☎77-3141

　体操交流会は 11 月 26 日に高年者研修センター

で開催し、各地区で取り組みが進んでいる「いきい

き百歳体操」「らくらく体操」の参加者など 26 人が

参加しました。

　「全力で体を動かし、全力で笑ってコロナウイルス

に打ち勝とう」と、ミニ運動会で楽しく交流。「大笑

いしてスッキリした気分」「久しぶりに体を動かした

から、背筋が伸びて元気になった気がする」といっ

た感想が聞かれました。

　自宅でも運動はできますが、継続するのが難しい

という声もあります。感染防止対策を徹底したうえ

で集団で運動するとやる気や楽しみが生まれるため、

運動の継続につながります。コロナ禍で自宅に閉じ

こもりがちだったり、運動する機会が減ったりして

いませんか？「いきいき百歳体操」や「らくらく体

操」に参加して、積極的に健康づくりに取り組みま

しょう。参加希望者は、地域包括支援センターへお

問い合わせください。

いきいき百歳体操の開催場所
　四枝、揚町、立町、麓、南麓、西中坪、久木野々

　地区の各自治公民館

らくらく体操の開催場所
　宮原公民館、健康センター

　警察庁の発表では、令和 2 年の認知症またはその

疑いによる行方不明者は全国で 17,565 人にのぼっ

ています。

　認知症になっても安心して外出し無事に帰宅でき

るよう、綾町には「高齢者見守りＳＯＳネットワー

ク」があります。詳しくは地域包括支援センターへ

お問い合わせください。

　綾中学校 2 年生を対象とした認知症サポーター養

成講座は 12 月 9 日に開講されました。

　生徒たちは講話や寸劇を通して認知症の症状や認

知症の人の家族の気持ちなどについて学んだほか、

声掛け訓練＝写真＝で認知症の人との接し方を体験

しながら理解を深めました。

ありがとうございました
●講師を務めたキャラバン・メイトの皆さん

福島さん、古賀さん（ケアプランぬくもり）

伊藤さん（さくら苑）

松田さん、姫松さん（ケアプランやすらぎ）

橋口さん（綾慶明会在宅介護支援センター）

福島さん、佐藤さん、藤竹さん（綾町社会福祉協議会）

●認知症高齢者役を務めた認知症サポーターの皆さん
上水流さん、柿内さん、金切さん、黒江さん、

道免木さん、美里さん、籾田さん、谷口さん、

長峰さん、田村さん

受講申し込みを随時受付中！
　同講座は、小中学校をはじめ自治公民館や団体・

事業所を対象に、認知症キャラバン・メイトが講師

となり随時開講しています。認知症について正しく

理解し、認知症の人もそうでない人も安心して暮ら

せる思いやりにあふれたまちにしていきましょう。

　受講は無料です。希望者は地域包括支援センター

へお問い合わせください。

■対象／自治公民館、地域住民の団体、事業所、生

徒や保護者向け学習会など 10 人以上のグ

ループ

■時間／ 1 時間 30 分程度

■内容／認知症の種類や症状についての解説、認知

症の人と接するときの心構えや接し方の

説明や訓練など

認知症サポーター養成講座 体操交流会で心身の健康づくり

高齢者見守りＳＯＳネットワーク
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子育て支援センター ☎77-1154

  5 日（水）　わくわく広場　

■時間／午前 10 時～ 11 時 30 分

■場所／子育て支援センター

■内容／昔懐かしいお正月の遊びを楽しみません

か？大人もワクワクするような遊びをたくさん用

意してお待ちしています。

　

12 日（水）　親子教室「コアラ」
■時間／午前 10 時～ 11 時 30 分

■場所／子育て支援センター

■内容／劇遊び

子どもが喜ぶ繰り返しの言葉で、劇遊びをします。

親子共演をお楽しみに。

19 日（水）　ゆったり子育て教室
■時間／午前 10 時～ 11 時 30 分

■場所／子育て支援センター

■内容／鬼の面作り

節分に向けて、かわいい鬼のお面を作りましょう。

簡単に作れますよ。材料はセンターで準備します。

26 日（水）　誕生会
■時間／午前 10 時～ 11 時 30 分

■場所／子育て支援センター

■内容／ 1 月生まれのお友達の誕生会

対象者にはハガキでお知らせしています。ハガキ

が届かないときはご連絡ください。

　顔の中にある空洞（副

鼻腔）に炎症が起こった

状態を副鼻腔炎といいま

す。

　風邪が原因で起きるこ

とが多く、ネバネバして

黄色っぽい鼻水が出たり、鼻がつまったりします。ま

た、顔や頭が重く感じられ、注意力が散漫になった

り発熱したりすることもあります。繰り返すと慢性

化し、膿がたまった状態が続くこともあるので、き

ちんと治療することが大切です。

子育て支援センター（☎ 77-1154）
　経験豊富なスタッフが常駐し、親子遊びなどの楽

しい催しを行っています。一時預かり保育（10 カ月

～）や子育てに関する相談も随時受け付けています

ので、気軽にご利用ください。

［一時預かり保育］

■利用時間／祝日を除く月～土曜日の午前 8 時 30

　　　　　　分～午後 5 時 15 分

　　　　　　※上記時間以外はご相談ください

■利用料金／半日 500 円（おやつ 1 回）

　　　　　　1 日 1,000 円（副食・おやつ 2 回）

あやっ子ケアルーム（☎ 77-3733）
　「子どもが急に発熱してしまったけれど、仕事を休

めない」。そんなときは、病児・病後児保育施設「あ

やっ子ケアルーム」をご利用ください。

　生後 6 カ月～小学 6 年生までお預かりします。在

宅育児のお子さんや町外在住のお子さんも利用でき

ます。利用には事前の登録が必要です。料金や利用

方法など詳しくはお問い合わせください。

1月の行事 副鼻腔炎（蓄膿症）って？

ご利用ください！

今月のPHOTO

親子教室コアラ「イモ掘り」

お誕生おめでとう
11月1日～30日に受付のあったお子さんです

兵頭 蓮琥 ちゃん［男］ R3.10.26 生
（ひょうどう はく） 保護者：一酵さん ［揚町］

大田原 未奈 ちゃん［女］ R3.11.3 生
（おおたはら みな） 保護者：聡さん ［神下］

淵本 凜 ちゃん［男］ R3.11.4 生
（ふちもと りん） 保護者：浩一郎さん［東中坪］
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健康センター ☎77-0195

無医地区巡回診療
広沢地区
　1月21日（金）12:00～12:45
倉輪地区
　1月21日（金）13:00～13:45

　全国で 30 代～ 50 代男性を中心に風しんの感染

が増えています。妊娠初期の女性が風しんにかかる

と、出生児が先天性風しん症候群（眼や心臓、耳な

どに障がいが出る）になる可能性があるため、女性

だけでなくパートナーなどを含め社会全体で免疫を

持つことが重要です。

　これまで公的な予防接種を受ける機会がなく抗体

保有率が低くなっている昭和 37 年 4 月 2 日～ 54

年 4 月 1 日までの間に生まれた男性は、風しん抗体

検査・予防接種が無料で受けられますので受診をお

願いします。

■実施医療機関／厚生労働省ホームページに掲載

■実施期間／ 3 月 31 日（木）まで

■受診方法／事前に医療機関に問い合わせのうえ、

住所と氏名を確認できるもの（健康保

険証や運転免許証など）とクーポン券

を持って受診してください

■備考／①検査の結果、抗体価が基準値よりも低い

　　　　　場合は予防接種が必要です（無料）

　　　　②対象者のうち令和 3 年 6 月 1 日以降に転

　　　　　入し、転入前の市町村で検査を受けてい

　　　　　ない場合はクーポン券を発行しますので　

　　　　　健康センターにご連絡ください

　高齢者を対象にしたインフルエンザ予防接種の助

成期間を 12 月 31 日（金）までとしていましたが、

新型コロナウイルス感染症の流行によりインフルエ

ンザワクチンの製造用資材が不足し供給が遅れてい

るため、1 月 31 日（月）まで延長します。希望者

はかかりつけ医にご相談ください。

■対象／① 65 歳以上

　　　　② 60 歳～ 65 歳未満で、心臓・腎臓または

呼吸器の機能に自己の身辺の日常生活

活動が極度に制限される程度の障がい

を有する人およびヒト免疫不全ウイル

スにより免役の機能に日常生活がほと

んど不可能な程度の障がいを有する人

（おおむね身体障害者手帳 1 級相当）

■接種期間／ 1 月 31 日（月）まで

■料金／ 1,200 円

※接種の際は保険証と健康手帳をご持参ください

　感染症対策のため予約制で

行います。各相談・離乳食教

室の参加希望者は事前に電話

でお申し込みください。

乳児相談
（おっぱい・育児相談）
■日時／ 1 月 13 日（木）午後 1 時 15 分～

■対象／乳児と母親

※乳児相談の希望者はバスタオルを、おっぱい相

談の希望者はタオルを持参のこと

離乳食教室（5 ～ 11 カ月児）
■日時／ 1 月 27 日（木）午後 1 時～

おっぱい相談
■日時／ 1 月 27 日（木）午後 1 時 30 分～

　※希望者はバスタオルとタオルを持参のこと

　各自治公民館で午前 9 時 30 分から行います。多

くのご参加をお待ちしています。なお、四枝地区の

み午後 1 時 30 分開始ですのでご注意ください。

子育てに関する相談など 風しん抗体検査・予防接種

インフルエンザ予防接種の期間延長

お達者クラブ

実 施 日 地　区 実 施 日 地　区

6日（木） 上畑 18日（火） 四枝

7日（金） 古屋 19日（水） 揚町

11日（火） 中堂・南麓 20日（木） 麓

13日（木） 倉輪 21日（金） 東中坪

14日（金） 北麓 24日（月） 宮谷

17日（月） 立町・宮原 27日（木） 西中坪

■問い合わせ先／綾町社会福祉協議会　☎ 77-3099
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綾てるは図書館 ☎77-0180

本の福袋
　開けてみるまでどんな本が

入っているか分からない「本の

福袋」。お正月・干支にちなん

だ絵本やおすすめの小説を福

袋にしました。おみくじ付き

で、大人向けと子ども向けがあ

ります。どうぞお楽しみに！

■期間／ 1 月 5 日（水）から

　　　　※無くなり次第終了

読書感想文・感想画展
　町内の小・中学生の感想文

（コンクール入賞作品）と保

育所・幼稚園児の感想画を展

示します。

■期間／ 1 月 26 日（水）～ 2 月 13 日（日）

　図書館では、本・雑誌・ビデオの貸し出しをはじ

め、さまざまな資料などの情報提供やレファレンス

（調査・相談）、イベント開催などを通して、図書館

を利用される皆さんのお役に立てるような取り組み

を行っています。

　館内には、ＤＶＤの視聴ができる視聴覚コーナー

や新聞・雑誌の閲覧コーナー、パソコンコーナーな

どがあり、親子で利用できる幼児コーナーでは絵本

の読み聞かせやおはなし会などもあります。どうぞ

気軽にご利用ください。

ひな人形竹飾り
　桃の節句にちなみ、女の子の健やかな成長を願っ

てひな人形竹飾りを展示します。

■期間／ 2 月 17 日（木）～ 3 月 4 日（金）

ひな落語
　小学生の噺（はなし）家・しいのみ亭りんりんさ

んによる落語をお楽しみください。

■日時／ 2 月 27 日（日）午後 1 時 30 分～ 1 時 45 分

手づくり紙芝居
　図書館職員が手づくりした雛山が題材の紙芝居を

使っておはなし会を行います。

■日時／ 2 月 19 日（土）、20 日（日）、23 日（祝）、　

　　　　26 日（土）の午後 1 時 30 分～ 1 時 45 分、

　　　　27 日（日）の午後 1 時 45 分～ 2 時

新型コロナウイルスの感染状況により催しは中止に
なることがありますのでご了承ください。中止など
の情報はホームページで随時お知らせします。

ＵＲＬ　　http://www.aya-lib.jp

1月のイベント

図書館利用のご案内

2月のイベント（予定）

おすすめの本

[ 一般書 ]
〇治りにくい心の病

〇和えもの春夏秋冬

〇東京オリンピック 2020

〇民王� 池井戸　潤／著

〇コロナ狂騒録� 海堂　尊／著

〇妻から哲学� 土屋　賢二／著

[ 児童書 ]
〇南極のさかな大図鑑

〇ダヤンと霧の竜� 池田　あきこ／著

〇うさぎのマリーのフルーツパーラー� 小手鞠　るい／著

〇いっぱいさんせい

〇ヒミツのひだりききクラブ

※ほかにもたくさんの本が入っています

  1日（土）～ 4日（火）
11日（火）、17日（月）
24日（月）、31日（月）

1月の休館日

絵本の読み聞かせ・おはなし会
■日時／毎週土曜日の午後 2 時～ 2 時 30 分

テーマ展示
■テーマ／新年・福を呼び込む
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一
般
寄
付寄

付
者
／
物
品
（
地
区
名
）

千
々
和　

ミ
ヨ
子
／
野
菜
（
神
下
）

松
元　

安
光
／
野
菜
（
中
堂
）

忌
明
寄
付

寄
付
者
／
物
故
者
（
地
区
名
）

阿
満　

と
よ
子
／

　

蓮
子　

利
夫
（
割
付
）

山
口　

真
一
郎
／
哲
郎
（
中
堂
）

宮
永　

雅
子
／
次
男
（
南
麓
）

西
田　

サ
チ
子
／
久
雄
（
北
麓
）

淵
上　

清
春
／
春
見
（
北
麓
）

皆
さ
ん
の
あ
た
た
か
い

善
意
に
感
謝
し
ま
す

綾
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
11
月
1
日
～
30
日
受
付
分
）

生
涯
学
習

「
短
歌
教
室
」受
講
生
の
作
品

【
解
説
】
生
涯
学
習
「
短
歌
教
室
」
講
師
　
福
原 

美
江

「
歌
を
詠
む
生
き
方
い
い
ね
」
と
添
え
ら
れ
た
賀

状
い
た
だ
く
何
回
も
読
む

留
守
電
の
「
野
菜
取
り
に
来き

な
」
も
う
二
度
と

聞
け
ぬ
友
の
声
　
雷
鳴
つ
づ
く

鈴
木
み
ち
子
さ
ん
（
昭
　
和
）

瀬
野
　
茂
子
さ
ん
（
東
中
坪
）

　

自
作
短
歌
を
毎
年
の
賀
状
に
し
た
た
め
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
添
え
ら
れ
た
言
葉
に
勇
気
づ
け
ら

れ
て
い
る
作
者
。
ま
た
結
句
の
「
何
回
も
読
む
」
に
は
作
者
の
深
い
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
歌
を

詠
む
こ
と
が
苦
し
く
辞
め
よ
う
か
と
思
っ
た
こ
と
も
き
っ
と
あ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
れ
を
乗
り
越

え
て
き
た
作
者
。
友
か
ら
の
さ
り
げ
な
い
言
葉
を
繰
り
返
し
読
み
な
が
ら
、
続
け
て
き
て
よ
か
っ
た
と

い
う
安
堵
感
も
滲に
じ

ん
で
い
る
。
昨
年
十
一
月
の
「
国
富
町
ふ
れ
あ
い
短
歌
大
会
」
の
入
選
作
品
。

　

野
菜
を
作
っ
て
い
る
友
か
ら
の
元
気
な
声
の
伝
言
。
こ
れ
ま
で
何
度
も
い
た
だ
い
て
い
た
の
で
し
ょ

う
。
し
か
し
「
も
う
二
度
と
聞
け
ぬ
」
と
い
う
こ
と
は
、
親
し
い
友
と
の
絶
望
的
な
別
れ
が
想
像
で
き

る
。
結
句
の
「
雷
鳴
つ
づ
く
」
は
、
作
者
の
心
象
風
景
が
象
徴
的
に
描
写
さ
れ
て
い
て
、
驚
き
と
深
い

哀
し
み
が
続
い
て
い
る
。
前
掲
作
品
と
同
様
に
「
国
富
町
ふ
れ
あ
い
短
歌
大
会
」
の
入
選
作
品
。
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くらしの情報［ 1 月 ］
　　

毎
年
12
月
31
日
に
綾
小
学
校
で

行
っ
て
い
る
除
夜
の
鐘
つ
き
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
中
止
し
ま
す
。
皆

さ
ん
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／

綾
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

☎
77
‐
０
０
０
９

　

綾
町
水
を
守
る
会
（
旧
綾
町
女

性
の
会
）
が
１
月
に
開
催
を
予
定

し
て
い
た
女
性
の
集
い
大
会
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
中
止
し
ま
す
。
皆

さ
ん
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／

社
会
教
育
係
☎
77
‐
１
１
８
３

　

綾
町
お
で
か
け
バ
ス
カ
（
１
０

０
円
バ
ス
専
用
カ
ー
ド
）
の
特
設

交
付
手
続
き
を
行
い
ま
す
。
対
象

者
（
町
内
在
住
の
75
歳
以
上
）
に

は
事
前
に
資
格
証
を
送
付
し
て
い

ま
す
。
ま
だ
申
請
を
し
て
い
な
い

場
合
は
、
こ
の
機
会
に
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

◎
受
付
日
時
／
１
月
11
日
（
火
）

の
午
前
９
時
30
分
～
正
午

◎
場
所
／
宮
交
バ
ス
綾
待
合
所

※
右
の
日
時
以
外
は
宮
崎
駅
・
宮

交
シ
テ
ィ
の
バ
ス
セ
ン
タ
ー
で

手
続
き
で
き
ま
す

■
問
い
合
わ
せ
先
／

福
祉
・
児
童
家
庭
係

☎
77
‐
１
１
１
４

　

農
業
委
員
会
で
は
農
地
の
あ
っ

せ
ん
を
し
て
い
ま
す
。
新
た
に

あ
っ
せ
ん
の
申
し
出
が
あ
っ
た
土

地
は
次
の
と
お
り
で
す
。な
お
、農

地
を
購
入
す
る
場
合
に
は
譲
り
受

け
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
１
月
13
日
（
木
）
ま
で
に
各
地

区
の
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
ま
た
は
農
業
委
員
会

事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

◎
あ
っ
せ
ん
す
る
農
地
／

・・
田
13
ア
ー
ル
（
四
枝
）

・・
田
12
ア
ー
ル
（
神
下
）

・・
田
14
ア
ー
ル
（
宮
原
）

・・
田
23
ア
ー
ル
（
麓
）

・・
畑
29
ア
ー
ル
（
割
付
）

■
問
い
合
わ
せ
先
／

農
業
委
員
会
事
務
局

☎
77
‐
０
１
０
０

　

検
査
を
希
望
す
る
人
は
前
日
ま

で
に
検
査
容
器
を
役
場
ま
で
取
り

に
来
て
く
だ
さ
い
。

◎
水
質
検
査
日
／
１
月
25
日（
火
）

◎
検
査
手
数
料
／
５
５
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ
先
／

上
下
水
道
係
☎
77
‐
３
４
６
７

　

令
和
３
年
分
の
所
得
税
お
よ
び

住
民
税
の
申
告
の
際
、
社
会
保
険

料
控
除
の
記
載
に
必
要
と
な
る
納

付
済
額
証
明
書
（
国
民
健
康
保
険

税
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
・

介
護
保
険
料
）
を
１
月
下
旬
～
２

月
上
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

　

な
お
、
年
末
調
整
な
ど
で
す
で

に
納
付
済
額
証
明
書
を
受
領
さ
れ

た
場
合
は
、
こ
の
証
明
書
は
不
要

で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／

税
務
係
☎
77
‐
１
１
１
３

　

１
１
８
番
は
海
上
に
お
け
る
事

件
・
事
故
に
対
応
す
る
海
上
保
安

庁
緊
急
通
報
用
の
電
話
番
号
で
す
。

一
般
加
入
電
話
や
公
衆
電
話
、
携

帯
電
話
、
船
舶
電
話
な
ど
か
ら
利

用
で
き
ま
す
。

　

聴
覚
や
発
話
に
障
が
い
が
あ
る

場
合
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど

を
使
用
し
た
入
力
操
作
で
海
上
保

安
庁
へ
緊
急
通
報
が
で
き
る
Ｎ
Ｅ

Ｔ
１
１
８
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

Ｎ
Ｅ
Ｔ
１
１
８
は
事
前
登
録
制
で

す
。
左
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み

取
る
かen

try@
n
et1

1
8
.jp

に

空
メ
ー
ル
を
送
信
す
る
と
登
録
用

メ
ー
ル
が
届
き
ま

す
。
案
内
手
順
に

従
っ
て
登
録
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／

第
十
管
区
海
上
保
安
本
部
総
務
課

☎
０
９
９
‐
２
５
０
‐
９
８
０
０

農
地
の
あ
っ
せ
ん

水
質
検
査

海
の
事
件
・
事
故
は
１
１
８
番

お
知
ら
せ

お
で
か
け
バ
ス
カ

特
設
交
付
手
続
き

除
夜
の
鐘
つ
き（
中
止
）

女
性
の
集
い
大
会（
中
止
）

納
付
済
額
証
明
書
を

郵
送
し
ま
す

交通事故死の8割が高齢者
　令和 2 年は県内で 36 人が交通
事故で亡くなりました。そのうち
30 人が 65 歳以上の高齢者で全体
の 83.3％を占めています。令和 3
年は 11 月末までに 23 人が交通事
故で亡くなり、65 歳以上は 13 人
にのぼっている状況です。

　高齢者の交通事故で最も多いのは歩行中の事故です。
特に横断歩道のない車道を斜め横断するときは注意が
必要です。高齢になると動作がゆっくりになり、道路を
渡り切らないうちに自動車が接近してしまうのです。
　また、朝夕の薄暗い時間帯は視認性が低くなるので、
ドライバーが一層の緊張感を持つのはもちろん、歩行者
も歩くときは反射材などを見につけ、お互い交通事故を
発生させないように気を付けましょう。

危機管理係　☎ 77-1112
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水
道
管
は
、
気
温
が
マ
イ
ナ
ス

４
℃
以
下
に
下
が
る
と
凍
結
や
破

裂
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
風
当
た

り
の
強
い
と
こ
ろ
や
水
道
管
が
む

き
出
し
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

は
、
早
め
の
対
策
が
必
要
で
す
。

凍
結
か
ら
守
る
た
め
に

　

屋
外
に
露
出
し
て
い
る
水
道
管

を
保
温
材
で
覆
い
、
濡
れ
な
い
よ

う
に
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
を
巻
き
ま

す
。
特
に
寒
い
夜
に
は
、
少
量
の

水
を
出
し
た
ま
ま
に
し
て
お
く
と

凍
結
防
止
に
な
り
ま
す
。

水
が
凍
っ
て
し
ま
っ
た
ら

　

蛇
口
を
開
け
て
か
ら
凍
っ
た
部

分
に
タ
オ
ル
を
か
ぶ
せ
、
そ
の
上

か
ら
ゆ
っ
く
り
ぬ
る
ま
湯
を
か
け

て
く
だ
さ
い
。
蛇
口
や
水
道
管
の

破
裂
・
ひ
び
割
れ
の
原
因
に
な
る

の
で
、
熱
湯
は
か
け
な
い
で
く
だ

さ
い
。

水
道
管
が
破
裂
し
た
と
き

　

宅
地
内
に
あ
る
水
道
メ
ー
タ
ー

ボ
ッ
ク
ス
内
の
止
水
栓
で
水
を
止

め
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
は
、
家

の
中
の
す
べ
て
の
水
が
止
ま
り
ま

す
。
早
め
に
給
水
装
置
工
事
指
定

店
に
修
繕
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
給
水
装
置
工
事
指
定
店
／

・・
尾
原
電
気
水
道
商
会

　

☎
77
‐
０
２
０
６

・・
小
野
建
材

　

☎
77
‐
１
１
５
０

・・
西
郷
設
備
工
業

　

☎
77
‐
０
３
８
９

・・
綾
友
建
設

　

☎
77
‐
１
０
８
２

・・
溝
口
建
設

　

☎
75
‐
１
０
８
８

・・
ト
ク
ホ
建
設

　

☎
77
‐
０
０
２
８

・・
冨
川
設
備

　

☎
30
‐
７
２
２
１

※
指
定
店
は
ほ
か
に
も
あ
り
ま
す

■
問
い
合
わ
せ
先
／

上
下
水
道
係
☎
77
‐
３
４
６
７

　

家
庭
環
境
や
経
済
的
困
窮
な
ど

の
理
由
で
生
理
用
品
を
買
う
こ
と

が
で
き
な
い
「
生
理
の
貧
困
」
は
、

世
界
各
国
の
問
題
と
し
て
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
み
や

ざ
き
男
女
共
同
参
画
推
進
機
構
は
、

「
生
理
の
貧
困
」の
一
助
と
し
て
新

品
も
し
く
は
未
開
封
の
生
理
用
品

の
寄
付
を
募
っ
て
い
ま
す
。
寄
付

さ
れ
た
生
理
用
品
は
県
男
女
共
同

参
画
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
配
布
さ
れ

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
寄
付
先
／

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
み
や
ざ
き
男
女
共
同

参
画
推
進
機
構
☎
32
‐
７
５
９
１

　

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
綾

町
の
人
権
擁
護
委
員
を
紹
介
し
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
の
で
、
人
権
問
題
で

お
困
り
の
人
や
心
配
ご
と
が
あ
る

人
は
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
綾
町
の
人
権
擁
護
委
員
／

　

早
川
ゆ
り
、
谷
口
秀
典

◎
次
回
の
特
設
相
談
／
２
月
25
日

（
金
）
綾
町
公
民
館

※
宮
崎
地
方
法
務
局
「
み
ん
な
の

人
権
１
１
０
番
」
で
は
、
平
日

の
午
前
９
時
～
午
後
４
時
に
電

話
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
無
料

相
談
が
行
わ
れ
て
い
ま
す

　
（
０
５
７
０
）
０
０
３
１
１
０

■
問
い
合
わ
せ
先
／

町
民
係
☎
77
‐
３
４
６
６

　

み
や
ざ
き
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
／
サ
ポ
ス
テ
・
プ
ラ

ス
は
、
就
職
に
関
す
る
相
談
や
適

職
診
断
、
職
場
体
験
な
ど
を
行
う

機
関
で
す
。
綾
町
で
特
設
相
談
が

行
わ
れ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。

日
時
は
事
前
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

◎
対
象
／
就
職
を
目
指
す
15
歳
～

49
歳
の
無
職
の
人
お
よ
び
そ
の

家
族

◎
場
所
／
役
場
ロ
ビ
ー
会
議
室

◎
面
談
時
間
／
一
人
50
分

■
問
い
合
わ
せ
・
予
約
先
／

み
や
ざ
き
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
／
サ
ポ
ス
テ
・
プ
ラ
ス

☎
25
‐
４
３
４
５

　

さ
ぽ
ー
と
ね
っ
と
宮
崎
で
は
、

性
暴
力
被
害
に
あ
っ
た
人
や
そ
の

家
族
が
安
心
し
て
相
談
し
、
必
要

な
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
県
が

開
設
し
た
相
談
窓
口
で
す
。
被
害

に
あ
っ
て
苦
し
ん
で
い
る
皆
さ
ん

を
支
援
す
る
た
め
、
相
談
受
付
日

時
を
拡
大
し
年
中
無
休
で
相
談
を

受
け
付
け
ま
す
。

　

相
手
が
知
り
合
い
か
ど
う
か
に

か
か
わ
ら
ず
、
望
ま
な
い
性
行
為

は
性
暴
力
で
す
。
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
の
で
ま
ず
は
お
電
話
く

だ
さ
い
。

◎
相
談
日
時
／
午
後
４
時
～
５
時

を
除
き
い
つ
で
も
可
能
（
土
・

日
・
祝
日
や
年
末
年
始
も
受
け

付
け
）

■
相
談
先
／

さ
ぽ
ー
と
ね
っ
と
宮
崎

☎
38
‐
８
３
０
０

　

女
性
ア
ス
リ
ー
ト
に
は
、
摂
食

障
害
や
貧
血
、
月
経
不
順
、
骨
粗

し
ょ
う
症
な
ど
問
題
が
あ
り
、
第

２
次
成
長
期
を
迎
え
る
ジ
ュ
ニ
ア

時
代
は
特
に
健
康
管
理
が
必
要
と

さ
れ
ま
す
。
女
性
ア
ス
リ
ー
ト
が

競
技
力
向
上
や
健
康
の
た
め
に
気

を
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

を
学
び
ま
せ
ん
か
。
参
加
無
料
。

◎
日
時
／
１
月
16
日
（
日
）
午
前

10
時
～
11
時
30
分

◎
場
所
／
宮
崎
市
男
女
共
同
参
画

セ
ン
タ
ー
視
聴
覚
室
（
宮
崎
市

宮
崎
駅
東
３
丁
目
）

◎
講
師
／
明
野
慶
子
さ
ん
（
県
立

水
道
管
を
守
り
ま
し
ょ
う
！

人
権
擁
護
委
員
紹
介

若
者
の
就
職
を
支
援

生
理
の
貧
困

くらしの情報［ 1 月 ］

相　

談

募　

集

お
願
い

女
性
ア
ス
リ
ー
ト
の

「
身
体
の
学
校
」受
講
生

性
暴
力
被
害
相
談

受
付
時
間
を
拡
大
し
ま
す

ホームページ

公式 LINE
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くらしの情報［ 1 月 ］

日
南
病
院
産
婦
人
科
医
長
）

◎
定
員
／
40
人

◎
申
込
期
限
／
１
月
９
日
（
日
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
／

宮
崎
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

☎
25
‐
２
０
５
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
25
‐
２
０
５
６

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

in
fo

@
p
al-let.jp

　

障
が
い
の
あ
る
選
手
が
、
競
技

な
ど
を
通
し
て
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し

さ
を
体
験
し
、
県
民
の
障
が
い
に

対
す
る
理
解
促
進
や
障
が
い
者
の

社
会
参
加
の
推
進
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

◎
開
催
日
／
５
月
８
日
（
日
）

◎
場
所
／
県
総
合
運
動
公
園
ほ
か

◎
募
集
締
切
／
１
月
21
日
（
金
）

◎
部
門
／
身
体
障
が
い
の
部
、
知

的
障
が
い
の
部
、
精
神
障
が
い

の
部

◎
種
目
／
陸
上
競
技
、
水
泳
、
卓

球
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
、
フ
ラ
イ

ン
グ
デ
ィ
ス
ク
、
ボ
ッ
チ
ャ
な

ど
全
10
種
目

※
部
門
に
よ
り
出
場
で
き
る
種
目

が
異
な
り
ま
す

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
／

福
祉
・
児
童
家
庭
係

☎
77
‐
１
１
１
４

　
（
公
財
）国
際
青
少
年
研
修
協
会

は
、
46
回
目
と
な
る
「
ち
び
っ
こ

探
検
学
校
ヨ
ロ
ン
島
」
の
参
加
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
共
同
生
活

や
野
外
活
動
な
ど
を
通
し
て
、
思

い
や
り
の
心
や
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神

を
養
う
も
の
で
す
。
参
加
者
全
員

に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
抗
原

検
査
キ
ッ
ト
を
無
料
で
送
付
す
る

な
ど
の
感
染
症
対
策
を
徹
底
し
開

催
さ
れ
ま
す
。

◎
期
間
／
３
月
27
日
（
日
）
～
４

月
２
日
（
土
）
の
６
泊
７
日

◎
場
所
／
鹿
児
島
県
世
論
島

◎
対
象
／
小
学
２
年
生
以
上

◎
定
員
／
日
本
人
小
学
生
90
人
、

外
国
人
小
学
生
20
人

◎
参
加
費
／
宮
崎
空
港
発
着
の
場

合
13
万
１
千
円

◎
応
募
期
限
／
３
月
７
日
（
月
）

■
問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求
先
／

国
際
青
少
年
研
修
協
会

☎
０
３
‐
６
８
２
５
‐
３
１
３
０

in
fo

@
kskk.o

r.jp

　

宮
崎
高
等
技
術
専
門
校
で
は
令

和
４
年
度
４
月
入
校
の
訓
練
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
基
礎
か
ら
学

び
、
専
門
的
な
知
識
や
知
能
を
備

え
た
熟
練
技
能
者
を
目
指
し
ま
せ

ん
か
。

◎
対
象
／
原
則
と
し
て
雇
用
保
険

の
加
入
者
（
未
就
業
者
も
対
象

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

◎
申
込
方
法
／
３
月
25
日
（
金
）

ま
で
に
入
校
申
込
書
を
持
参
ま

た
は
郵
送

普
通
課
程
（
２
年
間
）

・・
訓
練
科
／
木
造
建
築
、
左
官
・

タ
イ
ル
施
工
、
建
築
塗
装

・・
受
講
料
／
年
間
８
万
１
千
円

・・
定
員
／
各
10
人

短
期
過
程
（
１
年
以
下
）

・・
訓
練
科
／

①
宅
地
建
物
取
引
士
受
験（
夜
間
）

②
１
・
２
級
建
築
士
受
験
（
夜
間
）

③
数
寄
屋
建
築

④
左
官
伝
統
技
法

⑤
和
裁

⑥
表
装
（
掛
け
軸
入
門
）

・・
受
講
料
／
①
は
７
万
１
千
円
、

②
～
⑤
は
６
万
１
千
円
、
⑥
は

９
万
円

・・
定
員
／
①
は
20
人
、
②
～
⑤
は

10
人
、
⑥
は
15
人

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
／

宮
崎
高
等
技
術
専
門
校

〒
８
８
０
‐
０
９
１
２

宮
崎
市
赤
江
飛
江
田
８
６
８
‐

１
６

☎
52
‐
５
５
８
３

　

令
和
４
年
４
月
１
日
採
用
の
会

計
年
度
任
用
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

業
務
内
容
や
任
用
期
間
、
勤
務
時

間
、
応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
役

場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す

（
１
月
中
旬
予
定
）。

◎
募
集
職
種
／
一
般
事
務
、
保
健

師
、
保
育
士
な
ど

◎
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
／

　

h
ttp

s://w
w

w
.to

w
n
.a

y
a
.

m
iyazaki.jp

■
問
い
合
わ
せ
先
／

総
務
係
☎
77
‐
１
１
１
２

　

綾
町
ケ
ア
ハ
ウ
ス
う
る
お
い
の

里
の
パ
ー
ト
調
理
員
を
募
集
し
ま

す
。

◎
募
集
人
員
／
１
人

◎
勤
務
日
数
／
月
15
日
以
内

◎
勤
務
時
間
／
午
前
６
時
30
分
～

午
後
６
時
30
分
の
う
ち
６
時
間

勤
務

※
早
番
・
遅
番
勤
務
あ
り

◎
給
与
／
時
給
８
３
０
円
（
早
番

手
当
、
夏
季
・
冬
季
期
末
手
当

あ
り
）

◎
応
募
方
法
／
履
歴
書
を
持
参
ま

た
は
郵
送

■
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
／

綾
町
ケ
ア
ハ
ウ
ス
う
る
お
い
の
里

〒
８
８
０
‐
１
３
０
３

綾
町
大
字
南
俣
６
１
５

☎
77
‐
３
０
６
６

　

綾
町
児
童
館
の
児
童
厚
生
員
ま

た
は
補
助
員
（
パ
ー
ト
）
を
募
集

し
ま
す
。

◎
募
集
人
員
／
１
人

◎
業
務
内
容
／
児
童
の
遊
び
の
援

助
お
よ
び
安
全
管
理

◎
資
格
／
保
育
士
、
幼
小
中
高
い

ず
れ
か
の
教
諭
資
格
ま
た
は
大

学
で
心
理
・
教
育
・
社
会
・
芸

術
・
体
育
の
学
科
を
卒
業
し
た

人
（
補
助
員
は
不
問
）

◎
勤
務
日
数
／
月
15
日
以
内

◎
勤
務
時
間
／
午
前
10
時
30
分
～

午
後
５
時
30
分
（
休
憩
60
分
）

求　

人

会
計
年
度
任
用
職
員

パ
ー
ト
調
理
員

ち
び
っ
こ
探
検
学
校
ヨ
ロ
ン
島

職
業
訓
練
生

児
童
館
職
員

県
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

出
場
者
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ま
た
は
正
午
～
午
後
６
時

※
夏
休
み
期
間
中
な
ど
は
変
動

◎
給
与
／
時
給
８
５
０
円
（
補
助

員
は
８
３
０
円
）

※
夏
季
・
冬
季
期
末
手
当
あ
り

◎
採
用
期
間
／
令
和
４
年
３
月
31

日
（
木
）
ま
で

※
更
新
の
可
能
性
あ
り

◎
応
募
方
法
／
履
歴
書
を
郵
送
ま

た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
／

綾
町
児
童
館
☎
77
‐
１
２
７
９

〒
８
８
０
‐
１
３
０
３

綾
町
大
字
南
俣
５
２
４
‐
２

　

令
和
４
年
の
成
人
式
を
開
催
し

ま
す
。
新
成
人
の
門
出
を
祝
い
ま

し
ょ
う
。

◎
日
時
／
１
月
３
日
（
月
）
午
前

９
時
～
受
付
、
９
時
40
分
開
式

◎
場
所
／
綾
町
公
民
館
文
化
ホ
ー　

ル
◎
内
容
／
成
人
証
書
授
与
、
記
念

撮
影
な
ど

※
感
染
症
の
拡
大
防
止
の
た
め
、

１
週
間
以
内
に
風
邪
症
状
が

あ
っ
た
人
や
当
日
に
発
熱
な
ど

の
症
状
が
見
ら
れ
る
人
は
、
入

場
を
制
限
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
■
問
い
合
わ
せ
先
／

社
会
教
育
係
☎
77
‐
１
１
８
３

　

町
内
の
企
業
や
官
公
庁
、
団
体

の
代
表
者
が
一
堂
に
会
し
、
町
の

躍
進
を
誓
い
合
う
と
と
も
に
親
睦

交
流
を
図
り
ま
す
。
今
回
は
感
染

症
の
拡
大
防
止
の
た
め
、
規
模
を

縮
小
し
て
行
い
ま
す
。

◎
日
時
／
１
月
４
日
（
火
）
午
前

10
時
30
分
～
11
時
30
分

◎
場
所
／
高
年
者
研
修
セ
ン
タ
ー

■
問
い
合
わ
せ
先
／

綾
町
商
工
会
☎
77
‐
０
０
１
７

　

新
春
恒
例
の
消
防
始
め
式
を
行

い
ま
す
。
通
常
点
検
や
消
防
車
に

よ
る
一
斉
放
水
な
ど
を
行
い
ま
す
。

◎
日
時
／
１
月
15
日
（
土
）
午
前

７
時
30
分
パ
レ
ー
ド
開
始
、
８

時
開
式

◎
場
所
／
綾
南
川
三
本
松
橋
下
流

河
川
敷
（
雨
天
の
場
合
は
町
体

育
館
）

■
問
い
合
わ
せ
先
／

危
機
管
理
係
☎
77
‐
１
１
１
２

　

多
年
草
の
植
栽
に
よ
る
自
然
体

な
風
景
を
生
み
出
す
花
壇
づ
く
り

に
つ
い
て
学
び
ま
せ
ん
か
。
ど
な

た
で
も
無
料
で
参
加
で
き
ま
す
。

◎
日
時
／
1
月
27
日
（
木
）
午
前

10
時
開
始

◎
場
所
／
綾
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ガ
ー
デ

ン
錦
原
（
馬
事
公
苑
南
西
）

※
馬
事
公
苑
の
駐
車
場
を
ご
利
用

く
だ
さ
い

◎
内
容
／
多
年
草
花
壇
の
観
察
と

手
入
れ

◎
持
参
す
る
も
の
／
移
植
ご
て
、

園
芸
用
手
袋
、
タ
オ
ル
、
帽
子
、

運
動
靴
ま
た
は
長
ぐ
つ

※
事
前
申
込
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

■
問
い
合
わ
せ
先
／

管
理
係
☎
77
‐
３
４
６
７

　

県
で
は
、
雇
用
環
境
が
厳
し
い

時
期
に
就
職
活
動
を
行
い
、
希
望

す
る
就
職
が
で
き
な
い
ま
ま
現
在

も
不
安
定
な
就
労
状
況
に
あ
る
就

職
氷
河
期
世
代
を
対
象
に
し
た
特

設
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
開
設
し
て
い

る
ほ
か
、
個
別
相
談
対
応
や
求
人

情
報
の
提
供
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。
次
の
日
程
で
企
業
と
の
面
談

会
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
参
加
無
料
。

◎
日
時
／
１
月
29
日
（
土
）
の
い

ず
れ
も
午
後
１
時
～
４
時

◎
場
所
／
Ｊ
Ａ
Ａ
Ｚ
Ｍ
ホ
ー
ル

（
宮
崎
市
霧
島
１
丁
目
）

■
問
い
合
わ
せ
・
相
談
先
／

宮
崎
県
就
職
氷
河
期
世
代
就
職
支

援
サ
イ
ト

https://m
iyazaki-hyougaki.jp

　

町
内
の
語
り
部
が
、
さ
ま
ざ
ま

な
昔
話
の
中
か
ら
面
白
い
話
や
怖

い
話
を
披
露
し
ま
す
。
参
加
無
料
。

◎
日
時
／
２
月
２
日
（
水
）
午
前

10
時
～
11
時
30
分

◎
場
所
／
南
麓
公
民
館

※
申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

■
問
い
合
わ
せ
先
／

社
会
教
育
係
☎
77
‐
１
１
８
３

就
職
氷
河
期
世
代
の

就
職
支
援
面
談
会

催
し
物

花
壇
づ
く
り
講
座

語
り
部
の
会
発
表
会

成
人
式

新
年
賀
詞
交
歓
会

消
防
始
め
式

くらしの情報［ 1 月 ］

みんなで綾カレーを食べませんか！
　ひとりで食事をとることの多い子どもたちや、ひとり暮ら
しのお年寄り、地域の人たちみんなで楽しく食事をしましょ
う！　地元の新鮮野菜たっぷりのカレーなどが並びますよ。
　なお、新型コロナウイルスの感染状況によりテイクアウト

（持ち帰り）での開催に変更する場合があります。

令和４年の開催日と場所（午後 6 時開場）

　東中坪公民館／ 1 月 26 日（水）、 7 月 27 日（水）　　
　西中坪公民館／ 2 月 16 日（水）、 8 月 24 日（水）　
　南　麓公民館／ 3 月 23 日（水）、 9 月 28 日（水）　　
　宮　原公民館／ 4 月 27 日（水）、10 月 26 日（水）
　神　下公民館／ 5 月 25 日（水）、11 月 16 日（水）
　立　町公民館／ 6 月 22 日（水）、12 月 21 日（水）
　※どなたでもすべての会場に参加できます

　　　　　　　　■問い合わせ先／　　
綾スマイルカレー会・長友　☎ 77-2135
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　田口歯科医院院長の田口榮一さん（西中坪）が国民健

康保険中央会の市町村特別功労者表彰を受けられ、12

月 1 日に役場で伝達式が行われました。

　これは、田口さんが 35 年にわたり綾町国民健康保険

運営協議会の委員として国民健康保険事業の振興に尽

力されたことが認めら

れての表彰です。受賞

者は全国で 17 人、本

県では田口さんお一人

となります。おめでと

うございます。

　綾町防災訓練は 11 月 28 日にあり、地震発生時の対

応を家庭で確認する「みやざきシェイクアウト訓練」や、

各地区での避難所設営訓練、消防団による初期消火訓練

指導と送水中継訓練が行われました。

　避難所設営訓練では、公民館役員が避難所でパーティ

ションや簡易ベッドの

組み立てを体験。「日ご

ろからの準備や心掛け

の大切さを実感した」

などの感想が寄せられ

ました。

田口榮一さん表彰

防災訓練を実施

　綾町と国富町が官民連携で取り組む「本庄川かわまち

づくり計画」が国土交通省の支援対象として認定登録さ

れ、地域住民・団体などが企画する本庄川の河川空間で

の催しなどに対し、国からの支援が受けられることにな

りました。

　同計画は河川空間を

資源として地域の新た

なにぎわい創出を目指

すため、両町が協働で

協議会を設立して作成

したものです。

　季節を感じるまちの景観づくりを目指して、町有の大

型花壇で進んでいる多年草植栽を地域にも広げようと、

11 月 28 日、神下公民館敷地内の花壇で地区住民によ

る植栽活動が行われました。

　集まった 10 人は移り変わる風景を想像しながらラ

ナンキュラスやホトト

ギスの苗、チューリッ

プの球根などを植えま

した。今後は郷鴫交差

点前の花壇などでも行

われる予定です。

本庄川かわまちづくり

神下地区の多年草植栽スタート

　子ども議会は 11 月 26 日、綾町議会議場で行われ、

綾小学校 6 年生 3 人と綾中学校 3 年生 3 グループ 11

人が意見発表や提案をしました。

　小学生からは、まちの宝である自然を守るためのごみ

拾い大会開催や空き家の活用、情報発信についての意

見・質問が出されまし

た。

　中学生は貧困やごみ

問題などについて調べ

たことを発表。そのう

えで、学校で取り組ん

でいる切手やはがき、使い捨てカイロ、子ども服の回収

などの活動を紹介し、町全体で協力し合って SDGs に

取り組もうと提案しました。

　小中学生ともに「まちを活性化させたい」「日本・世

界をリードするまちでありたい」という意識を感じさせ

る内容で、籾田町長は「未来のために声を上げ、実践し

ていこう」と答えました。

　また中学生は海洋マイクロプラスチック問題解決に

貢献したいと、ビニール袋削減につながるよう新聞紙レ

ジ袋を作成しており、1 月にほんものセンターで利用が

始まることになっています。

子ども議会開催
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　（一社）県造園緑地協会宮崎東諸支部によるボラン

ティア作業は 10 月 27 日、綾城・綾国際クラフトの城

周辺で行われました。

　この作業は毎年行われており、今年は約 20 人が参

加。同所を訪れた人たちが心地よく過ごせるよう、樹木

のせん定や低木の刈り

取りに汗を流しました。

快適な空間整備と美し

い景観づくりへのご協

力ありがとうございま

した。

　綾町イオンの森（割付町有林）でのサクラの苗木植樹

は 11 月 21 日に行われ、イオン財団の関係者など 120

人が 300 本の苗木を植えました。

　同所は町内における里山再生のモデルとなっており、

先端技術を活用した中学生の環境学習などにも活用さ

れています。今後は、社

会・経済活動を推進す

る拠点のひとつとなる

ような取り組みも検討

されています。

　西郷剛志さん（揚町）が 12 月 17 日～ 20 日に東京

ビッグサイトで開催された第 59 回技能五輪全国大会

に県代表として出場し、配管技能を競いました。

　この大会は各県から選出された 23 歳以下の技能者

が技能レベルを競うもので、第 35 回大会には父の竜一

さんも出場。剛志さん

は「培った技術を出し

切りました。全国の技

能者と競い合い、いい

経験になりました」と

話していました。

　綾町はUMKテレビ宮崎と防災パートナーシップに関

する協定を締結しました。この協定は、同社が開局 50

周年を機に、災害時における災害・防災情報の発信や災

害予防対策などを目的に県内全市町村と締結を進めて

いるものです。綾町で災害が発生または発生の恐れがあ

る場合には、町の要請

で同社の地上波テレビ

放送やインターネット

ライブ配信、アプリな

どでの情報発信が可能

となります。

造園緑地協会が奉仕作業

イオンの森にサクラを植樹

西郷剛志さんが技能五輪に出場

防災パートナーシップに関する協定

　令和 3 年秋の叙勲・褒章の知事伝達式は 11 月 25 日、

県庁講堂で行われました。

　綾町では、立元祐保さん（立町）が保健衛生功労で旭

日双光章、小西俊一さん（上畑）が自然保護功績で藍綬

褒章、瀬口通明さん（上畑）が消防功績で藍綬褒章を受

章し、それぞれ勲章・

褒章などを河野知事か

ら伝達されました。お

めでとうございます。

　40 周年を迎えた綾工芸まつり（綾町工芸コミュニ

ティ協議会主催）は 11 月 20 日～ 23 日、てるはドー

ムで開催されました。町内外の 47 工房の工芸品や食品

が並び、多くの来場者でにぎわいました。

　期間中はオークションや宮原地区の唐人踊り披露、ふ

れあい綾もりの市など

も行われ、出店者・来

場者ともに感染症対策

に取り組みながら晩秋

の休日を楽しんでいま

した。

3人が秋の叙勲・褒章を受章

第40回綾工芸まつりを開催
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